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研究課題名  ヌカカ刺咬後の皮膚障害に関する微生物免疫学的調査研究 

研究結果 

１）米子市で2015年（H27年度）に採取されたトクナガクロヌカカについて保有細菌探索を目的とし

て、抽出遺伝子材料からのPCR産物の次世代シークエンサーによる塩基配列決定を本研究初年度に行

った。本年度は、その結果をもとに保有細菌叢のメタゲノム解析を行い、どのような細菌を保有して

いるのか調べ皮膚障害との関連を解析した。 

２）米子市では、H26年度にトクナガクロヌカカの大量発生とヒト刺咬被害を関連付けた調査が開始

され、翌H27年度に本研究を開始した。H27年度のヌカカ採取期間には、トクナガクロヌカカのみが採

取され、複数採取従事者らに刺咬被害が出なかった。一方、H28年度採取期間においては、トクナガ

クロヌカカが主に採取される中、イソヌカカも約１％の割合で採取される日もあり、複数の採取者に

も刺咬被害が発生した。これらの状況からヌカカ種特異的に、かゆみ等誘導因子存在の可能性が疑わ

れたので、各ヌカカ種抽出液のマウス接種実験によって行動変化に違いが認められるか実験条件や測

定方法検討を行った。 

３）２種のヌカカについて、遺伝子増幅法(PCR)による選別を試みた。 

研究成果 

１）メタゲノム解析結果から、ヒトに化膿性疾患を起こす原因となるブドウ球菌を保有するヌカカ個

体が存在すると考えられた（表１）。 

２）各ヌカカ種抽出液のマウス接種実験を繰り返すことで、種特異的な行動変化が確定できるか検討

している。 

３）２種のヌカカ成虫については、遺伝子増幅法(PCR)による選別が可能であることが増幅遺伝子断

片の塩基配列解析により明らかとなった。幼虫の同定については、ヌカカ以外の近縁種遺伝子増幅が

現在の方法ではおこることが増幅断片の塩基配列解析からわかった。今後、ヌカカ以外の近縁種幼虫

と選別可能な方法検討が必要とされる（図１、２）。 

 

 本研究課題の一部成績を含む内容は、2016年日本化学学会中国四国支部大会・香川大会(11/5-6,香

川大学幸町キャンパス)において米子高専・竹内らが以下タイトルで発表した。“トクナガクロヌカ

カの生態と遺伝子情報” 

次年度研究

計画 

〔次年度の研究計画について簡潔に記すこと〕 

 刺咬被害の原因となっているヌカカを特定するためのマウス接種実験を繰り返すことで

結果の確定と、かゆみの原因因子絞り込みを実施する。 
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